2010年度　化学Ⅰ－第1問－問1
【問題】
　次のa・bに当てはまるものを，それぞれの解答群の①～⑥のうちから一つ選べ。

a　式量ではなく分子量を用いるのが適当なもの

①　水酸化ナトリウム
②　黒鉛

③　硝酸アンモニウム

④　アンモニア

⑤　酸化アルミニウム
⑥　金

b　乾燥剤として用いられないもの
①　ソーダ石灰

②　シリカゲル

③　十酸化四リン

④　塩化カルシウム
⑤　濃硫酸

⑥　硫酸バリウム
【正解】

a　④　アンモニア
b　⑥　硫酸バリウム

【解説】

a　結晶の分類において，分子結晶は「分子式」で表し，その相対質量は分子量を用います。イオン結晶，金属結晶，共有結晶（共有結合の結晶）は「組成式」で表し，その相対質量には式量を用います。
・金属結晶・・・金属元素だけで構成されている物質

・イオン結晶・・・金属元素（またはアンモニウムイオンNH4＋）と非金属元素の両方で構成されている物質

・共有結晶・・・ダイヤモンドC，黒鉛C，ケイ素Si，二酸化ケイ素SiO2など

・分子結晶・・・上記以外の，非金属元素だけで構成されている物質

①　水酸化ナトリウムNaOH（イオン結晶　⇒　組成式　⇒　式量）

②　黒鉛C（共有結晶　⇒　組成式　⇒　式量）

③　硝酸アンモニウムNH4NO3（イオン結晶　⇒　組成式　⇒　式量）

④　アンモニアNH3（分子結晶　⇒　分子式　⇒　分子量）
⑤　酸化アルミニウムAl2O3（イオン結晶　⇒　組成式　⇒　式量）
⑥　金Au（金属結晶　⇒　組成式　⇒　式量）
b　代表的な乾燥剤は，用いることが出来ない気体と一緒に覚えておきましょう。消去法で解く問題です。

①　ソーダ石灰（塩基性の乾燥剤）・・・酸性の気体の乾燥には用いることが出来ません。

②　シリカゲル（酸性の乾燥剤）・・・塩基性の気体の乾燥には用いることが出来ません。
③　十酸化四リン（酸性の乾燥剤）・・・塩基性の気体の乾燥には用いることが出来ません。
④　塩化カルシウム（中性の乾燥剤）・・・アンモニアの乾燥にだけ用いることが出来ません。
⑤　濃硫酸（酸性の乾燥剤）・・・塩基性の気体の乾燥には用いることが出来ません。
高校化学Net参考書 ～センター試験演習「化学Ⅰ」～ http://ko-ko-kagaku.net/center-kagaku1/
